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微細藻類の細胞融合に関する研究 (第 1報)

藍藻類 SpiTuliTWPlateniisと(泡立Ilatcriap.の無菌化

㈲地域産業技術振興協会 RITE産振協分室

○藤村弘行､比嘉永彦､金城清郎

【緒 言】

細胞融合によってSpiTuliTWや(killatcria等の藍藻類を育種するためには､これらの株がバクテ

リアフリーである必要がある｡これまでに､SpiTulinaやPlatensisを用いた純粋分離法には紫外線

を用いたもの (伽 etal.1970)や､抗生物質を用いたもの (Thackeretal.1994)などが

あるが､これらの方法は操作が繁雑であり､得られる無菌株数が少量であった｡今回､演者らはp

H処理法とSBC(塩化ベンザルコニウム)処理法について報告する｡微細藻頬の無菌化法は細胞融

合のみならず遺伝子操作の基礎技術としても重要である｡

【実験方法】

(1) pH処理法

藍藻類は一般にアルカリ環境下での生育を好み共存している細菌も好アルカリ性である.森ら

(1986)は､S.Platensisから分離した共存細菌の増殖至適pHは9.4であり､増殖下限pHは8.7で

あると報告している｡このことから､一時的に生育環境を酸性にすることによって無菌化を試み

た｡まず､基本培地を改変した中性培地で藻体を洗浄 LpHを 3付近に調整 した培地に加えた｡

数分後に基本培地で希釈して､数個から数十個体が入るようにジェランガム培地のシャーレに植

え付けた｡このシャーレを30℃前後の温度と10-30pE･m-2･SALlの弱い光の下で培養した｡約 3

週間後に増殖が確認されたものだけを基本培地に植え継ぎ､同時に画線殖菌による細菌の有無を

調べた｡

(2)SBC処理法

SBCはグラム陽性､陰性菌および真菌類に対して有効な強い殺菌作用を示す｡この殺菌力を利

用して無菌化を行った｡まず､藻体の入った培養液 1-5mlをろ過し､10または20ppmのSBCが

入った基本培地に藻体をさらした｡約 2- 6分後にろ過をし､SBC溶液10mlで 2回洗浄したO

さらに基本培地20mlを3回流して洗浄した｡藻体を基本培地の入った試験管に移し､10〝1ずつ

ジェランガム培地のシャーレに植え付けた後､pH処理法と同様の環境で培養し細菌の有無を調

べた｡

【結 果】

(1)pH処理法

S.PlateTLSisA株およびB株において全植え付け数の約10%前後の割合で無菌の株が得られた.

(2)SBC処理法

S.PlatensisA株およびOscillatoriasp.において全植え付け数の6-90%の割合で無菌の株が

得られた｡

なお､本研究は新エネルギー･産業技術総合開発機構 (NEDO)の委託を受けた㈲地球環境産業

技術研究機構 (RITE)にて行われたものである｡
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